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熱中症で病院に搬送された人が去年６月～７月の２ヶ月 

間に２万人を越え、うち９８人が搬送直後に死亡した。 

死者も年々増加し、入院後の死亡を含めると死者はさら 

に増加している。総務省も『熱中症は環境要因が大きく 

予防は可能』と注意を呼び掛けている。搬送されたのは、 

６５歳以上が９，９９４人と半数以上で、うち８４２人は３週間の入院を要する重

傷だった。１０万人あたりの都道府県別搬送人数では愛知が２８人と最多、群馬、

埼玉、三重、栃木、岐阜、福島各県が２０人を上回った。８月７日は立秋ですが、

まだまだ暑さは厳しいです。水分を充分に補給してくれぐれも用心。 
大暑が過ぎ、本格的な夏の到来となりました。今夏は、電気供給不足も予

想され、一人ひとりが節電に取組むことが求められています。このような中、

猛暑の中で作業を行う会員の皆様は、これまで以上に食事や睡眠に心がけ、

自己管理の徹底をすることが必要です。また、健康に暮らすための目標を持

つことが就業中の事故防止にもつながると考えます。器具の点検、報告、連

絡、相談（ほう・れん・そう）の徹底、ゆとりを持って就業し、『安全３則』をしっかり唱和す

ることが常日頃から大変重要であり、熱中症にならないよう、自己管理に努めていただければと

思います。 

「節電の夏」ではありますが、無理や我慢することなく、自分の体調に合わせて生活すること

が大切です。厳しい暑さを凌いで心地よい涼を楽しむとともに、元気に夏を乗り越えましょう。

 安全就業はシルバー事業の基本であるにもかかわらず、傷害・物損

事故が例年に比べ極めて高く発生しており、安全の確保は当センター

にとって最優先課題となっています。センター事業は自らの人生を就

業を通じて「活きいきしたものにしていこう」が趣旨ですから事故に

遭う、また事故の不安を抱えて就業するということはあってはならな

いことです。会員の皆さんに共通して大切なことは「健康第一」「安全

第一」です。委員会も会員の皆様とともに安全就業に取り組んでいき

ますのでよろしくお願いします。 

暑い中での就業ご苦労様で

す。今年も安全標語・川柳を募

集しています。シルバーパワー

が湧くような明るく元気な作品 
で安全就業に繋がればと思いま

す。皆様からの多数のご応募お

待ちしております。 

 この時期特に多いのが「ハチに刺さ

れた！」という声です。樹木や植込み

にむやみに手を入れるとハチを刺激し

てしまい攻撃される危険がありますの

で、現場の状況をよく確認し、手袋を

するなど万全の対策をした上で作業に

取り掛かるようにしましょう。 

７月の「安全・適正就業強化月間」が終了し

ました。残念ながら７月中に傷害２件、物損

１件が発生し、本年度は事故報告が傷害・物

損合わせて７件と昨年を上回る件数でありま

す。「安全は一声かけるゆとりから」この全国

統一スローガンのもと皆で安全就業、事故撲

滅に向けた取り組みを進めて参りましょう。 
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～熱中症に用心～ 

安全ﾊﾟﾄﾛｰﾙ 4/17・5/2‣6/1‣7/3 に実施!
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『安全パトロール便』を読んでい

ますか？毎月パトロール終了後

その日のうちに打合せをし、

様々な最新情報を掲載していま

す。グループの安全就業方針、

また、ミーティング等に役立てて

いただきたいです☆ 

事務局 

興 梠 亜 希 

『楽しく夏を過ごす』 

安全標語・川柳大募集！ 

＊課題＊ 

※害虫に要注意※ 
安全３則の唱和は毎日の基本です！ 

体調管理をしっかり！繁忙期を乗り切る！ 


